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1. 緒 言
柳沢ら(1951)，水野(1953)その他，幾多の調査
研究から，我国における鈎虫の淫浸は相当濃厚なこ
とが証明され，殊に農山村の鈎虫感染率は極めて高
く，小宮 (1956)は平均して 20--30%乃至それ以
上と推定している。乙の感染率からすれば，農村の
みで約 1000万人が鈎虫の感染をうけており，全国
ではさらに多数の鈎虫保有者を数えなければならな
い。これら鈎虫保有者のあるものは日常生活を営む
に支障のある鈎虫症患者であり，その他の者につい
ても柳沢(1957)は潜在性の異常を呈する者が多数
認められると述べ，鈎虫寄生による病害作用は大な
るものがあると考えられる ο さらに小宮(1956)は
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V. 	総括並びlζ結論
精神的並びに肉体的苦悩はさておき，鈎虫による直
接，間接の経済的損失は少く見積っても年200億円
に達すると述べ，田那村(1958)は我国托おける鈎
虫症死亡実数は 1954年に 770人であったと報告し
ている。
かくて鈎虫問題は，鈎虫 Carrierを含め現在の
我国の公衆衛生上重要な課題として注目されるに至
り，その予防撲滅対策の強力な推進が切望されてい
る。就中，感染経路に対する適切な措置を講ずるこ
とは，予防対策の一環として甚だ重要と言わざるを
えない。しかしながら鈎虫の感染経路の問題Kおい
て，仔虫のヒトへの侵入経路の詳細については，諸
説があって必ずしもその見解は一致していない。
古くは Leichtenstern (1886)が Futterungs-
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versuchと称せられる有名な経口的人体感染例を
発表し， Looss (1896)また十二指腸虫の成熟仔虫を
猿，犬，猫等lと経口的lと与えた場合，一定期間その
腸管内iζ寄生し，ある程度の発育をなすとし，経口
的比感染する乙とを立証した。次で， Looss (1904) 
は人体およびイヌを用いて実験を行い，十二指腸虫
の感染は独り経口的経路のみでなく，皮膚より侵入
した仔虫は血流乃至淋巴流によって肺臓に達し，そ
こから気管，咽頭，喉頭を経て再び暁下され腸lζ至
って発育成長するとなし，経皮的にも感染すること
を発表した。その後イヌの経皮感染では，仔虫のー
部は肺より肺静脈を通り，左心，大循環を経由して
腸lζ達するという Fulleborn& Schilling (1911) 
の追証などがあり，十二指腸虫の感染経路としては
経口的および経皮的感染が可能であることが一般に
認められるに至った。
我固においても仔虫の宿主体内移行の問題K焦点
をおいて早くから研究が行われ，宮}!!(1912)はイ
ヌの実験において，経口的に摂取された成熟仔虫の
大半は消化管内で死滅するか，乃至は糞便と共lζ外
界i乙排出:せられるが，残りの一部分は消化管壁K侵
入し，以後経皮感染の場合と同様，肺臓を経て腸に
達し成虫となるものであるとした。 ζれに対し，
横川 (1926)はイヌ十二指腸虫仔虫を経口的K与え
た場合，非固有宿主では体内移行を営むがゆ 固有 
宿主たるイヌではそのま〉腸管内lζて発育し体内移
行を行わないと述べている。乙のような両者の説K
ついて，白井 (1926)，岡田 (1930)，石井(1931)，
名城 (1931)，中島 (1931)らは宮川説を支持し，大
磯ら(1927)，山口ら(1928)，三輪(1929)，Scott 
関係を有するものとして興味あることである。
然、るに経口感染，経皮感染の丙経路が夫々感染の
成立に対して如何なる比重を占めるかについて論じ
た者として，江口(1943)はイヌの小腸の一部を切
断して両盲端の腸管を作って膿置場とし，之を腹壁
に固定しその上下の腸を縫合交通せしめたイヌに対
して仔虫を経皮的に感染せしめ，縫合した小腸内に
は18.4%の成虫を認めたが，小腸蹟置場には虫体を
認めず，叉経口感染を行った場合には，前者lζ79.7
%の成虫を認めたが膿置場には之を認めず，更に直/
接小腸蹟置場K仔虫を注入すると， ζの部K26%，
縫合小腸には 8%の成虫を検出したと述べている。
ζの実験は，イヌ鈎虫のイヌ K対する感染にあって
は経口，経皮共K成立するが，感染成立の比率は経
口時に高い傾向のある ζとを示している。近年比
至り，ヒト鈎虫について横川(1952)は，非固有宿
主数種比ヅピニ鈎虫(以下 A.d.と略記)，アメリ
カ鈎虫(以下 N.a.と略記〉両種成熟仔虫を経口的
並びK経皮的K感染させ， A. d.は本来経口感染を
営み， N.a.、は経皮的感染が主道であると，動物実
験の結果よりヒトの感染経路について類推してい
る。永吉ら(1951) も特殊地区の鈎虫蔓延状況の調
査から， 自然界における主要感染経路は A.d.が
経口的， N. a.は経皮的としている。しかし，宮川
(1956) は宮)1 (1912)， (1925)のイヌにおけるイ
ヌ鈎虫の感染実験を基礎とし，本邦における鈎虫感
染者の分布などから A.，d.，N. a.同種の経皮主道
を日目えている。
醗って固有宿主たるヒトに対する感染実験例をみ
るに，大場(1929)は A.d.，N. a.両種成熟仔虫 
(1928)，Fosterら(1934)，松崎(1939)らは横JI を夫々単独に経口投与し両者共鈎虫卵を検出したと
説に賛意を表している。
この問題K関連して，石井 (1931)はイヌ托培養
仔虫を経口的K感染せしめたと乙ろ，その寄生感染
率は低く，これは消化液lζ対する仔虫の抵抗力が弱
いためであるとし，しかも肺循環を行った仔虫は単
なる培養仔虫より消化液に対する抵抗力が強く経口 
感染率も高いから，体内移行時の肺循環は生物学的
意義を有すると言っている ο 乙れに反して横川ら
(1926)は， ヒト十二指腸虫仔虫は胃液および人工
胃液に対しては抵抗力が強ぐ経日感染率も低くない
とし，体内移行時の肺循環を脱線的行為と述べてい
る。かくの如き仔虫の胃液に対する抵抗性iζ関する 
見解の相異は，経口感染に際しての体内移行の問題
のみならず，主要感染経路の研究K対しても重要な
し， A.d.，N. a.両種の経口的l乙感染する可能性を
認めている。しかし吉田ら(1958)は A.d.仔虫を
経口的民投与した 7例においては成虫を得たが，経
皮感染を行った 5例では成虫を生ぜず， A. d.は
経皮感染では成虫にまで発育し難いと述べ， 山下
(1958)は4例の感染実験で， A. d.は経口的にも経
皮的にも感染し， N.a.は経皮的には感染したが経
口的には感染しなかったと言っている。かくして， 
近時人体実験も次第にその例数を加えられつ〉ある
とはいえ，一致した成績を得るところとならず，主
要感染経路Kついての結論を得るには至っていな
t'o 
水野 (1956)の述べた如く，鈎虫の生物学的な感
染経路としての経口感染能力，経皮感染能力の強弱
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と，都会地，農村の実際の場lとおける感染経路とは 24時間放置した後，仔犬に経口的に投与してその感
必ずしも一致するとは限らず，鈎虫κ対する自然的 染寄生率をみると， 胃液群は平均 17.17%，胆汁群
条件，人民対する環境的社会的条件及び鈎虫と人と は平均21.33%，障臓液群は平均22.75%であり，何
の生態的関係等をも考慮、して，初めて実際の場にお れの群も単なる培養仔虫の感染寄生率の平均23.13
ける感染経路を云々し得るものであって，単に疫学 %より低く，仔虫に対して胃液が最も大なる障害を
的調査の結果のみを以て鈎虫の予防撲滅を論ずるの 与えると言っている。横)11ら (1926)は試験管内に
は妥当とは言い難い。即ち生物学的な感染経路の解 おいてイヌ十二指腸虫並びにヒト十二指腸虫の成熟
明の上K立って，実際の場における感染状況の分 仔虫の人工胃液κ対する抵抗試験を行い，共κ強力
析，並びにそれらの疫学的事実から引き出される地 な抵抗性を示すと述べ，更にイヌ十二指腸虫の成熟
方，地区別の感染経路についての共通乃至特有な因 仔虫をイヌ K与えた場合は，胃内において一隻の仔
子についての考察をなし，環境的社会的特性lともと 虫も死滅するととはないが，宿主でない他の動物lと
ずく具体的方策を実施することが望ましい。 おいては稀K死滅するものがあるとして，宮川らと
著者はか〉る観点より， A.d.及び N.a.の生物 異る見解を示している。
学的な主要感染経路が，経口であるか経皮であるか 人工胃液K対する抵抗性については，熊谷 (1932)
を明らかにするため， 1)人体側の体質やその他の も A.d.，N. a.の第一期および第二期混合仔虫を
因子に基づく個人差の影響が実験結果に誤って及ぶ もって実験を行い，とれら仔虫の抵抗性は甚だ薄弱
事を避け， 2)人体内における鈎虫感染阻止因子と であるが， Filaria型被嚢仔虫直前の口腔完全閉鎖
考えられる胃液の生理的な性状の変-動を考慮、し， 3) 期仔虫では抵抗力が著明に増大している乙とを認
感染実験に用いた両種仔虫はすべてその vitality め，成熟仔虫の抵抗性は更に強いものと想像してい
において著しい差がない ζと，及び 4)感染率が正 る。稲留ら(1932)は Sor・rensenの処方による試
確に算定されること，など，従来の人体実験例では 験液を用いて感染期仔虫とメジウムの各種水素イオ
充分な考慮、が払われていないと考えられる諸点を満 y濃度との関係をしらべ，ヒト胃液の水素イオソ濃
足し得る実験方法により，新たに考案した手技を用 度K近い pH 1.0の場合のみについて A.d.仔虫
いて経口的，特区経胃的の人体感染実験を試み，興 と N.a.仔虫との比較をなし，約45時間の接触で
味ある結果を得たので報告する。 A. d.仔虫が 53%死んだのは対し， N. a.仔虫は 
869るが死んだとし，両者の聞に抵抗性の差異を認め
II. 感染期仔虫に及ぼす人工胃液の影響 ている。
(予備実験) しかし，感染期仔虫の胃液K対する抵抗性の強弱
A. まえがき は，鈎虫の主要感染経路が経口か経皮かを論ずるに
鈎虫仔虫の外界はおける発育児影響を及ぼす環境 あたって極めて重要な問題と考えられる K拘らず，
条件として，温度，湿度，酸素，メジウムの性質等 未だ十分に明らかにされているとは言い難い。従来
が考えられているが，一定の発育を遂げた仔虫が宿 の実験花見られる如く，仔虫の観察を普通ののせ芳、
主体内に侵入してから，最終寄生部位に至って成虫 ラス上で、行ったり，仔虫の生死の鑑別を室温におけ
となるまでの開花おいても，当然宿主体内のメジウ る運動性或いは愛性像の有無を以てなすなどは，実
ムとしての諸要因によって影響を受けるものと思わ 験成績を誤れる方向へ導く原因忙なり得るものと考
れる。 える。よって，同一培養条件の A.d.，N. a.両種
仔虫が経口的l乙摂取され，胃を経て小腸より感染 感染期仔虫を用い，人体感染実験との関連の意味に
が行われる場合においては，宿主体内の環境条件と おいて種々の濃度の人工胃液を試験液とし，特殊な
して特に注目されるのは胃液の酸度である。宮川 ガラス毛細管中において仔虫の温熱刺激に対する反 
(1912)はイヌの実験で，経口的に与えた仔虫の多 応の菱化を観察して，感染期仔虫に及ぼす人工胃液
くは消化管内で消化液の作用によって死滅し， ζれ の影響をしらべ， A. d.，N. a.両種の比較検討を
を免れたものが体内移行をして成虫にまでなり得る なした。
が，その数は初めに与えた仔虫数K比較すると問題 B. 実験方法
にならぬ程少数であるとし，石井(1931)はイヌ十 1. 実験材料
二指腸虫仔虫をイヌ胃液，牛胆汁，豚牒液等の中l乙 鈎虫仔虫は共に培養 14日目の A.d.並びILN. a. 
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感染期仔虫を用いた。材料を得るに当つては糞便提
供者は厳格に単独寄生者であるととを確認した上，
すべて同一人の糞使より次K述べる方法Kより採集
を行った。
2. 仔虫採集方法 
A. d.および N.a.が夫々単独寄生する保卵者の
新鮮便を煮沸乾燥した瓦K塗り，水道水をメジウム
として 280Cの贈卵器内で培養し，培養 12日自民メ 
ジウムを水洗遠沈して仔虫を含んだ沈澄を再び別の
清浄な瓦の中央K滴下し，水道水をメジウムとして
更に一昼夜280Cの瞬卵器中lζ放置した。培養中に
死滅し，或は vitalityの衰えた仔虫を実験l乙用い
ると誤った結果を得るおそれがあるから，上述の操
作を再度繰り返し，同一程度の運動性を有する活穣
なる仔虫のみを実験Iζ供した。 
3. 人工胃液の処方
10%の Hc1を含有する日本薬局方稀塩酸を蒸溜
水を以て稀釈し， 0.1%， 0.5%および1.0%の Hc1
を含有する 3種の塩酸液を調製し，各々に 100ml
に対し 0.5gの割合で含糖ペプシシを加えて 0.1%，
0.5%および1.0%の人工胃液とした。実験Kはこ
れら人工胃液のほか蒸溜水 100mllL対し 0.5gの合
糖ペプシユ/のみを含むペプシン液と，蒸溜水のみの
対照とを用い観察を行った。
4. 観察に用いたガラス毛細管について
仔虫の動，不動を観察しつ〉正確にその数を計算
するために，著者 (1957)の考案した方ヲス毛細管
を使用した。 ζのガラス毛細管は内径4mm，肉厚 
1mm，外径6mmのガラス管を毛細管ピペットを 
作る際の要領で引延して作った直径約 0.3--1.0mm 
のもので，長さを 80mm前後にして用いた。
まず仔虫含有液を遠沈し，上清を捨て去っ.て適当
な密度の仔虫含有液とし，この液中にガラス毛細管
の一端を入れると，仔虫含有液は毛細管現象κょっ
て管中氏上ってくる。約 6cmの高さまで液が吸い
込まれたならば速かにガラス管を取り出し，周聞に
ついた液を拭つてのせ芳、ラスにのせ，そのま〉か或
いは一端をセロテープで固定し，十字動装置を用い
て一端より他端に向って検鏡計算した。 
5. 観察方法 
試験液は 0.1%，0.5%，1.0%の各人工胃液iペプ
シン液および蒸溜水の計5種類とし，各試験液毎に
6本の小試験管を用意して試験液を約3ml宛注
じ次に液温を略々 380C!r:保ちつ〉全試験管l乙多
数の仔虫を含む液を 2滴宛滴下し，遅滞なく 380C
の瞬卵器内に入れ，各試験液につき 5分， 15分， 30
分， 60分， 120分および 240分を経過する毎K試験
管 1本宛を取り出し，直ちに水道水で、洗糠遠沈し，
沈そ査を前記ガラス毛細管を用いて検鏡観察した。乙
の際沈澄は軽く振謹して仔虫が平均に分布するよう
にして吸い上げた。 
仔虫の運動状況は動と不動とに分類し，動と不動
との合計，即ち全数と不動数とを記載した。 ζのう
ち不動とは室温においては勿論，温熱刺激によって
も運動が見られないものとし，乙れは生活力がない 
ものと判定した。尚温熱刺激には， 100V，30 W の
電気コテの先端部分を直径約 1mmの細長い銅線と
さし替えたものを使用し，熱せられた銅線の先端を
もつてのせガラスの裏から出来るだけ局部的K加温 
するようにし，観察している視野以外にある仔虫が
温熱のために不動化することのないよう特に留意し
た。
C. 実験成績 
1. ヅピニ鈎虫仔虫に対する影響
A. d.感染期仔虫に対する各試験液の影響は表 1
に示す如く，蒸溜水の場合の不動率は接触時間5分
では 0%，15分 0.5%，30分1.0%，60分 3.0%，120 
分1.3%，240分 3.7%であって，観察時間中の不動
率の増加は極めて少く，全体的に仔虫の運動は正常
且つ活溌であった。
表 1 ヅピニ鈎虫感染期仔虫に対する人工胃液の影響 (380C) 
iぷ 5 分 15 分 ;13日32;12l議 30 分 :1鵠 60 分 2:Ii議 120分 240分 数全1動数不 対全不数動す%民る;li[235 
蒸溜水 
ペプシシ液 
0.1%人工胃液 
0.5%人工胃液 
1.0%人王胃液 
139 
97 
112 
138 
85 
0.0 
0.0 
2.9 
31.8 
189 
137 
105 
101 
157 
1 
1 
2 
1 
106 
0.5 
0.7 
1.9 
1.0 
67.5 
110: 1 0.9 
1081 31 2.8 
71 8.1 
341 58.6 
1~!! ~I ~.~
96: 01 0.0 
921 31 3.3 
1071 141 13.1 
146 
1
141) 96;6 
1451. 21 1.3 
1081 71 6.5 
1691 191 11.2 
110; 106) 96.4 
108 
108 
97 
92 
132 
41 3.7 
21 1.9 
151 15.5 
141 15.2 
128i 97.0 
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ペプシ y液の場合も，不動率は 5分 0%，15分 0.7 2.0%，30分1.1%，60分1.3%，120分 0%，240分
%， 30分 0.9%，60分 0%，120分 6.5%，240分1.9 0%で，不動率の増加はなく仔虫の運動も正常且つ
%と， 120分のものに多少の増加が見られた以外 活溌であった。
は，蒸溜水の場合と殆んど差異が認められなかっ ペプシン液の場合は 5分 6.3%，15分 0%，30分
た。 0%， 60分 0%， 120分1.0%，240分 3.6%で不動 
0.1%人工胃液の場合の不動率は 5分 0%，15分 率，仔虫の運動性とも蒸溜水の場合と大差がなかっ 
1.9%，30分 2.8%，60分 3.3%，120分 11.2%，240 r，こ。
分 15.5%を示し， 120分以後lとや〉増加するのが観 0.1%人工胃液でも 5分 0%， 15分1.0%， 30分
察された。しかし仔虫の運動は全般的に正常且つ活 1.3%，60分 0%，120分 2.6%，240分 2.7%の不動
穫であった。 率であり，仔虫の運動性と共lζ蒸溜水との差異を認 
0.5%人工胃液での不動率は 5分 2.9%， 15分1.0 めなかった。
%， 30分 8.1%，60分 13.1%，120分 11.5%，240分 しかるに 0.5%人工胃液にあっては， 5分 0%，15 
15.2%で， 0.1%人工胃液の場合よりや、早く増加 分 36.4%， 30分 37.5%，60分 78.8%，120分 97.6%，
の傾向を示したが， 240分迄の観察では 0.1%のと 240分 97.0%と，接触時間の経過と共に階段的に不
きと同程度の不動率に止った。しかし仔虫の運動に 動率が上昇し，蒸溜水乃至は 0.1%人工胃液の場合
正常のなめらかさを欠くものを多少認めるようにな とは著明な差異を示した。叉不動化しない仔虫にも
つ?こ。 運動性の低下を認めたが， 240分の接触でも運動す
1.0%人工胃液における不動率は 5分 31.8%，15 るものが少数あった。
分 67.5%，30分 58.6%，60分 96.6%，120分 96.4%， 1.0%人工胃液では不動率の上昇はさらに著しく， 
240分 97.0%と顕著な増加を示しており，不動化す 5分 65.3%，15分 96.2%，'30分 100%，60分100%，
るに至らなかった仔虫にも正常円滑な運動の阻げら 120分 100%， 240分 100%となり， 30分以後には
れているものがあり， 0.5%人工胃液の場合より強 運動するものを全く見なかった。 5分および 15分
い影響を受けているようであった。しかし 240分で での運動性の低下も明瞭に認められ，且つ不動仔虫
も尚活援に運動する強力な抵抗性を示すものが 3% の大部分は互に粘着纏絡していた。
あった。 3. ヅピニ鈎虫仔虫とアメリカ鈎虫仔虫との比較
人工胃液が 0.5%の濃度以下の場合には，仔虫は 蒸溜水，ペプシン液および 0.1%人工胃液を試験
静置した試験管底に概ね平等に分布していたが， 1.0 液とした場合においては，表 1，表 2および図 1<:
%では仔虫が血球の凝集反応の如く相寄り合い点 見る通り，不動率は A. d.，N. a.両者聞に大差が
々と緊落を形成する状態が肉眼的lζ認められ，不動 なかっ7こが， 0.5%人工胃液では図 2K示す如く両
率の高い試験管程集合の度が強かったοζの乗落を 者聞に著しい差異があった。即ち A. d.仔虫が 60
検鏡すると不動仔虫の体表が互に粘着し纏絡し合つ 分を経過して漸く 13.1%となり以後も殆んど不動
ているのを認めた。 率の増加を見なかったのに反して， N.a.仔虫は既
2. アメリカ鈎虫仔虫に対する影響 に15分で 36.4%K達し以後階段的に増加して 120 
N.a.感染期仔虫に対する各試験液の影響は表2 分では遂に 97.6%となった。叉 N.a.仔虫は 5分
の如くであり，蒸溜水での不動率は 5分 0%，15分 の接触で明らかな運動性の減退があったが， A. d. 
表 2 アメリカ鈎虫感染期仔虫に対する人工胃液の影響 (380C)
5 分 15 分 30 分 60 分 120分 240分
数全1数不i助性関陣数動す%江る 数全 動数不11全対不数動す%沼 ;13Ei;li暗2;12日 謀議
01 1091 0.031.21 160111.1 91蒸溜水 
01.1 1041 51 1381 3.6 01 791 0.0 01 801。01 0 0.024011563 凶ペプシシ液 
21 761 2.6 31 1111 2.7 01 841 0.031.1 80101. 1 0.0 1 971 01 11210.1%人工胃液 
79 107 39 36.40.5%人工胃液 84 30 375103411182788125122976 168166381! 97.0 
95 621 65.3 130 125 96.21.0%人工胃液 97 97 100.0 1 311 311100.0 1 70i 701100.0 
:132江る 
0 
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図1. 0.1%人工胃液における不動率 ?こ。 
100 (3) 0.1%人工胃液の場合は，全体として蒸溜水
.30 一ー-A.d.仔虫不働率 の場合ときして変りがなく，仔虫の運動性も正常且
山 
60+ 4
不動率%
------ N.a.仔虫不務率 つ活穣であった。た>.' A. d.の 120分と 240分と
に不動のものがや、多く認められ，不動率は 11.2%wm 
(4) 0.5%人工胃液においては， A. d.仔虫は運515 30ω 
時間【分)ー→ 動の活援でないものが多少見られるようになった
が，不動率は 0.1%人工胃液の場合と同程度比止っ
図 2. 0.5%人工胃液lとおける不動率 た。しかし， N.a.仔虫には明瞭に運動性の低下が
と15.5%であった。 
1ω』 ..-_".._;、....、...-.、.......
. 分78.8%.120分60.4%，36分15あり，不動率も . ，. ， 80 
60
ホ1
不動率%
園田ーA.d.仔虫不動率 97.6%と時間と共に著しく増加を示した。 
四曲目 ..N.a. lf虫不動率 (5) 1.0%人工胃液では， A. d.一仔虫Iとも相当な
ee ，J ， 
40 
20l r 
oι'"" 
%， 60分 96.6%を示した。 N.a.仔虫は更に不動
5 15 30ω 120 240 率が高く， 5分 65.3%，15分 96.2%，30分では遂に 
時間〈分)'_・9・
100%に達し， 以後運動する仔虫は全く認められな
J 
*・・凶喝 
不動率の増加が認められ， 5分 31.8%，15分 67.5
仔虫にはそのような乙とがなかった。
次で1.0%人工胃液における不動率を比較すれば
図 3の如くで， 5分および 15分における N.a.仔
虫の不動率は A.d.仔虫のそれの1.5 ~2 倍であ
り. 60分以後Ir.N.a.仔虫の運動するものを見な
いのに反し A.d.仔虫では極めて少数ではあるが
運動するものがあって， N. a.仔虫は A.d.仔虫
より強い影響を受けていた。 
図 3. 1.0%人工胃液における不動率 
一ー-.A.d.仔血不動率
.-.叫 'N.a.仔虫不動率 
o'5i'53o ω 120 240 
時間(分〉ー+ 
D.小括 
A. d.，N. a.両種感染期仔虫が人体K経口的lと
摂取されて，胃を通過する際lζ受ける胃液の影響を
予測するため，仔虫を 0.1%，0.5%，1.0%の各人工
胃液， ペプシジ液および蒸溜水と， 380Cの瞬卵器
内において一定時間接触せしめ，ガラス毛細管を用
いて仔虫の運動性を観察し次の結果を得た。 
(1)蒸溜水での 240分迄の観察では A.d.，N. a. 
両種仔虫とも不動化したものは極めて少数であっ
た。 
(2)ペプシン液で、も蒸溜水の場合と大差がなかっ
くなった。 
(6)上記の事実から， 0.5%標準人工胃液以上の
濃度における仔虫の人工1胃液K対する抵抗性は， A. 
d.，N.a.両種聞に著明な差異が認められ， A. d.仔
虫は N.a.仔虫より強い抵抗性を示した。
11. 経口的人体感染実験 
A. まえがき 
Leichtenstern (1886)が経口的人体感染実験に
よって，鈎虫の経口感染経路の存在を明らかにした
後においても，経口的人体感染実験は種々の目的に
よって引続き試みられている。大場 (1929)は感染
後の血液像の変化を知る目的のため， 5例，r.A. d. 
仔虫， 4例lζN.a.仔虫， 2例KA:d.，N. a.両
種混合仔虫を夫々、二重の硬質勝嚢に入れて投与し， 
6~7 週後 l乙被検者の糞便内に鈎虫卵を検出すると
共に，好酸球の著明lζ増加するを認めている。
上回(1943)，川島(1957)，吉田ら(1958)は若
菜病の発症機序を研究する目的で A.d.仔虫を水
と共lζ摂取せしめ，何れも咳欺の発現を見，一定期
間後lとは虫卵を認めている。
大磯(1930)はプラジル鈎虫の感染経路を明らか
にせんとし，感染仔虫を 4例lとカプセノLをもって経
口投与し， 3Olれとは経皮感染を行い，経口による感
染率は平均 39.29るであったのに対して，経皮感染率
は平均6，92%にすぎず，経皮的感染は経口的感染lと
比して困難であったと述べている。
最近に至り，山下(1958)はヒト鈎虫の主要感染
-248ー 千葉医学会雑誌 第 35巻
経路を究明せんとして，カフ。セ7]"IC:.よる A.d.，N. ~ζ死滅した仔虫を除くため，培養 10 日自民メジウ 
a.混合経口， A. d.，N. a.混合経皮，カプセルK
よる A.d.単独経口， A. d.単独経皮の夫々人体
感染実験を 1例宛行い， A. d.は経口的にも経皮的
lとも感染し， N. a.は経皮的には感染するが経口的
Kは感染しなかったと言っている。
かくて，漸く人体実験による鈎虫の主要感染経路
の研究に接し得たのであるが，乙の種の実験Kおい 
ムを水洗遠沈し，その沈澄を水道水をメジウムとし
て瓦K培養し， 2昼夜後に再びか〉る操作を繰り返
して更に 2昼夜培養を行い，結局培養 14日目のメ 
ジウム中に辞出して来Tこ活溌な仔虫を集めて実験K 
供した。尚 12日目からの培養最終段階においては，
メジウムIC:.Penicillin 100 u/ml，Streptomycin 
100 r/ml加滅菌蒸溜水を用い，仔虫の消毒を行つ
ては，宿主側について鈎虫免疫および個人差の問、 Tこ。
題，更には鈎虫感染を阻止せんとする如き生体内の 
条件が恒常のものとなし難い点などを十分考慮すべ
きであり，又仔虫側には A.d.，N. a.両種仔虫は
培養条件， Vitalityなど，実験成績を左右する因
子K差異のない状態において投与されねばならぬと
いう制約が存在する。
著者は前記諸点のうち，生体内感染阻止因子の最
強なるものは胃液の仔虫に対する作用ではないかと
の想定の下に予備実験を行い，その結果，人工胃液
濃度の変動に伴って仔虫に及ぼす影響に差異のあら
われることを観察したので，被検者を空腹時投与群 
と食後投与群とに分ち，同一培養条件にある活溌な
A. d.，N. a.両種感染期仔虫を経胃的民投与して，
感染成立の状況を比較検討した。特lζ投与仔虫数の
計算には，不正確なのせガラスを用うる方法を廃し
てガラス毛細管を使用し，叉長期観察後に完全駆虫
を行って寄生全成虫を採集するなど，感染率の算定 
に誤りなきを期した。 
B. 実験方法
1. 被検者 一
被検者は都市に居住する健康な壮年男子の有志者
4名で，何れも鈎虫の既往歴がなく，実験開始前数
次にわたり検便を行い，浮活字法で鈎虫卵を見ず，又
培養法によっても鈎虫仔虫の発生を見ないサーレス
現象，沈降反応共lζ陰性の者である。
実験は自然、感染の殆んどない十二月下旬 (1956)
に始め，以後も重感染をさげるため十分留意せしめ
Tこ。 
2. 仔虫の採集及び消毒方法 
仔虫の採集には厳格に単独寄生を確認した A.d. 
保有者および N.a.保有者の糞便を用いた。しか
も糞便提供者は予備実験における提供者と同一人と
3. 仔虫計算方法
投与せんとする仔虫は活援に運動するものがあっ
て，正しくその数を数えることは容易ではない。そ
乙で，予備実験記用いたと同様のガラス毛細管を使
用して，仔虫の運動方向を左右の方向のみに規定し
た状態の下で，管内の仔虫を一隻の誤りなく数え
た。管内の仔虫含有液は直接ゲラチシカプセル若し
くは箇球内に注入し，管内の残存仔虫の数を注入前
の全仔虫数から差引き，正確な投与仔虫数を決定し
た。
4. 仔虫投与方法
表 31C:.示す如く，被険者を 2群に分ち，第 1例お 
よび第 2例を空腹時投与群，第3例および第4例を
食後投与群とした。空腹時投与群は前回食事から 6
時間以上を経過した空腹時IC:.，食後投与群は胃液の
分泌を促す目的で，バン 120g，うらとしゅで卵 70
gjスープ 100mlから成る軽食を与えて，第3例は
20分， 第4例は 25分を夫々経過した後に仔虫を投 
与した。 
更に各例lとついて投与方法を詳述すれば，一第 1例
は直径 7--8mmの球状の簡の中心部Ir.A. d.仔 
虫 116隻， N. a.仔虫 88隻を入れ， 100 mlの水を
用いて鴨下せしめ，第2例も第 1例と同様の箇球に
より， A.d.仔虫97隻， N.a.仔虫 109隻を 50ml
の水と共l乙!旗下せしめた。第 3例は第 1例と同様の
箇球を用い， A. d.仔虫 106隻， N. a.仔虫 117隻
を食事に用いたスープの残りと共に，第 4例は A. 
d.仔虫 100隻， N.a.仔虫 105隻をゲラチシカプ
セノqr.封入してス{プの残りと共IC:.，夫々 鴨下せし
めた。各例共簡球乃至カプセ7]"の鴨下にあたって，
それらが破壊して仔虫が口腔，咽頭，食道等から体
組織に侵入するのを避けるため，噛みあるいは潰す
し，培養日数の等しい両種仔虫を得るため， A. d.， 乙とのないよう留意せしめた。尚仔虫投与に用いた 
N.a.各保有者の同日ほ Y同時刻K排出した新鮮な 箇球は市販の良質の小豆乙し簡で作り，スープは日
糞便を遅滞なく煮沸乾燥した瓦に塗り，水道水をメ 本食品工業株式会社製コシソメスープを水 100ml
ジウムとして 280Cの癖卵器内で培養した。培養中 に5gの割合Iζ溶解せしめて作った。
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表 3. 仔虫投与方法
訴訟喧竺|投与の時期|投与形態|投与数| 備 考 
第 1 例 A. d. 116 
投与に用いた水の量 100m1空 腹 時 簡 球 N. a. 88 

第 2 例
 
合 34才 
A. d. 97 
投与に用いた水の量 50ml筒 球空 腹 時 N. a. 109 

第 3 例
 
合 29才
A. d. 106 投与直前の食事内容
食後  20分 飴 球
ノξN. a. 117 三ノ 120 g合 28才 
第 100 
スうらとー しゅで卵プ 70 gml
100 
4 例|食 ||Ad合 33才 後 25分ゲラチ  Yカプセノ1-- N. a. 1051 (投与に用いた量を含む) 
c. 実験成績 
1. 身体症状 
a) 自覚症状
第 1例:仔虫投与前には何等自覚症状がなく，投
与後は表 4!ζ示す如く，第 1日には胃部不快感，悪
心があり，胃部不快感は 5日目まで続いた。 3日目
からは軽度の腹痛，下痢が 3日間みられ， 5日目か
らは瞬疾，咽頭異常感，耳孔癌庫感が出現し，つ Y
いて 6日目から咳欺が起った。
咳噺は次第lと増強して痘塾性となり，発声，運動 
等で容易に頻発し，夜間lとは増強する傾向があっ
て， 10日目頃から 8週目にわたる最盛期には睡眠も
障害される程で，体力の消耗も甚しかった。 9週日
からは次第に軽快に向ったが， 5カ月間の長期比わ
たって認められた。 一
咳轍の出現より 1日おくれて突然慶声が現われ 14
週 K至って漸く消失した。塔疾もほ Y咳噺と同様の 
消長を認めたが， 8週目噴からは生の豆を噛んだ時
の如き生臭い臭気を伴った。尚略疾は感染率を正確
に算出するため，、略出することを止め総てI照下せし
めた。
消化器系の症状としては，胃部不快感，悪心が 3
週目頃から屡々現われたが，乙れはむしろ摂食によ 
り消失した。 16週目以後は異常酸酵が著明で，腹痛
も短時間ではあるが時々起った。又  4週日から 14
週までは便秘があって兎糞状を呈した。食思不振は
異味症ほどではないが軽度の脅好の変化を伴い  14
週から 6カ月目まで続いた。
循環系の症状で著明であったのは息切れで， 8週
目以後駆虫まで次第K程度を強めながら続き，階段
を昇る場合のみならず平地の歩行に際しでさえ，歩
度を多少早めると ζれを感ずるようになった。
全身倦怠，易疲労は 4週目噴から発現し，作業意 
欲の減退も著しかった。
特異な症状として右胸痛を 8週日から 14週まで
認めた。
第 2例:仔虫投与前lとは認むべき自覚症状なく，
投与後民現れたものは表 5!r示す如くで，咳蝦， B客
疾が第  1例とほ Y同様の経過，性状を以って 5日目
より 5カ月の長期にわたり認められた。咳臓の強度
はむしろ第 1例のそれをしのくや程のもので，夜間睡
眠の妨げられる ζ とも多く，休業し臥床の止むなき
lと至ったこともある。咽頭異常感は 5日目から 4週
日まで認められたが，慶声，耳孔癌:庫感はなかっ
た。便秘は 8日目から 12週までの間にあり，息切
れ，全身{巻怠，易疲労などは何れも 8週目から現れ
て，第 1例と殆んど同様の経過，強度比て駆虫まで
続いた。胸痛は全く認められなかった。
第 3例:仔虫投与前lζ自覚症状はなかったが，表
5 !乙見る如く，咳欺が 3日目から発現し， 4週目か
ら9週自に至る聞に特l乙頻発して 16週まで認めら
れた。 8週日および 9週目には強い右胸痛も加わつ
たため，この間は遂に臥床するに至った。略疾は 4
週乃至  9週l乙認められたのみで多くはなかった。咽
頭異常感もや〉軽度であっJこ。
3日目より 8日目までは下痢があり， 更に 16週
目からは腹痛が，又 5カ月目からは悪心が，夫々駆
虫までの間時々食事と関係なく感ぜられた。息切れ
は自覚しなかったが全身倦怠は 9週目からあった。
第 4例:仔虫投与前には格別自覚症状は往く，投
与後tζ見られたものは表 5の如くである。即ち咳
殿，略疾が  9日目から起り 16週まで続いた。咳敗
の性状は他の 3例と同様であり，咳取の最も激しく
起った 10日目乃至 14日目の聞は勿論，その後も時
々臥床せねばならなかった。咽頭異常感は 7日目と
8日目の両日のみ ζれを訴えた。
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表 4. 自覚症状(第1例)
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腹痛は 5カ月目以後駆虫迄時々起るようになり，
叉 ζの聞にはアノレコ{用性飲料の摂取で、下痢を起す
ようになった。 
息切れは 4週目より，全身倦怠は 8週日より起
り，何れも駆虫まで認められた。
右胸痛が 8週から 14週まであった占
駆虫後の自覚症状の変化:
全例共駆虫直前にあった各種の自覚症状は駆虫は
より漸次改善され，駆虫を重ね排虫数の増加すると
共に軽快の度が進み，駆虫完了時には殆んど消失し
ていた。 
b) 他覚症状 
i) 血液像
第 1例:血液像で著明な変動を示したのは好酸球

で6日目から増加の傾向が現れ， 15日自には 20%，

24日自には 35%となった。以後多少減少したもの

の20%以下iとなるととなく， 96日目 Kは再び 35%

を示し， 324日自にも 33%で高率を続けた。好酸球

の増加に伴い多形核球，淋巴球は徐々に減少した

が，樗状核球，大単核球児はきして変化は認められ

なかった。他にも著変を認めなかった。

駆虫後の変動をみるに，好酸球は第 1回駆虫から
は 14日後で第 2凪駆虫からは 12日後に当る仔虫投
与 340日目には 11%1ζ減じ，第3回駆虫より 2週
後の 380日自には A.d. 2隻残留に拘らず 3%と
なって，殆んど正常値比戻った。多形核球，淋巴球
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表 5. 白 覚 症 状
第 3 例
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¥覚 常感
は好酸球の減少に平行して増加した。(表 6)
第2例:血液像の推移は第 1例と同じ様相を呈
し，好酸球は 11日自民 12%，24日自には 34%Iとま
で達した。増加の傾向は更に続き， 54日自民 43%
となった。以後多少の変動はあったが， 312日自に
最高 46%を示した。多形核球および淋巴球は好酸
球と逆の変動があり.312日自には前者が 37%lc， 
後者は 15%に減少した。他iと著変はなかった。
駆虫による快復は明瞭で，第 1回j駆虫からは 11
日後で第2回駆虫からは 8日後に当る 324日自には 
既に 11%.lと減じ，第3回駆虫の 28日後には 6%と
なり仔虫投与前の値比戻った。多形核球および淋巴
球も同様の経過で快復した。(表 7)
第 3例:原因は不明であるがと、数年来常K白血
球数が多く，駆虫前lとおいても，叉駆虫後lとおいて
も9000以上を数える乙とが屡々あった。好酸球の
増加は著明で， 14日目 8%，96日目 27%となり，ー
以後多少減少したものの 175日自には再び 24%R:， 
201日目 lとは 28%lc増加した。多形核球は好酸球
の増加と共に減少をみたが淋巴球の変動は少かっ
た。他に著変は認めなかった。
駆虫の回数を重ねるに従い，好酸球は減少し多形
核球は増加して，第4回駆虫後は仔虫投与前の値に
戻った。〈表 8) 
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表 6. 他覚症状(第1例)
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第4例:好酸球が増加し 54日自民 19%となっ 第 1例では仔虫投与後4，6，8，1，14，17，23，44， 
Tこ。 60日自民第 1回駆虫(排虫なし〉を行ったが好 96の各自民，第2例では投与後 5，8，1，18，23， 
酸球は 74日自に 37% Iζ達した。以後多少の減少を 30，44，96の各自に，第3例では投与後4，14，96 
みたが常に 20%台で 183日自には 28%であった。 の各日 rc，第4例では投与後9，17，96の各日 rc，
多形核球は好酸球と相対的に変動し 30%台lとまで 何れも胸部X線直接撮影を行って投与前のものと
減少した。他に著変はみられなかった。 比較したが，一過性浸潤その他の異常を全く認めな
好酸球および多形核球は駆虫lζよって速かに快復 かった。
した。〈表的 2. 虫卵排出状況 
i)' X線検査所見 第 1例，第2例および第4例では仔虫投与26日 
X線検査の結果は表6，表 7，表8および表 91[ 目以後fr.，第3例では仔虫投与30日目以後1[， 何
示した如くで，感染初期と胸痛のあった時期，即ち れも屡々硫苦加飽和食塩水による浮説法と瓦培養法
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表 7. 他覚症状(第2例〉 
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とによって虫卵並びに仔虫の検索を行った。(表 10) を発見し，培養の結果は A.d.卵であった。以後
第 1例:64日目までの浮灘および培養， 68日目 も203日目まで培養をくりかえし行ったが，すべて
より 109日目までの聞における浮、准は総て陰性であ A. d.卵であった。
ったが， 117日目の浮、携で初めて鈎虫卵を発見し 第4例:59日目までの浮准，培養はすべて陰性で
た。 これは培養の結果 A.d.卵であった。その後 あったが， 60日自に一旦駆虫を行い排虫を認めなか
は185日目まで数回検査を行ったが，常1"[A. d. ったので，再び検便を続行した。 124日目は浮弊，
卵のみを認めた。 培養共に陰性で， 150日自に至り初めて培養陽性と
第 2例:124日目までは浮波，培養共に陰性であ なり ，A.d.仔虫の発生を見た。以後 171日目迄の
ったが， 136日自民初めて浮漉，培養共l乙陽性とな 検査の結果はすべて A.d.卵であった。
り， A. d.仔虫を得た。その後も 185日目まで度々 3. 駆虫状況及び感染率
虫卵検査を行ったが A.d.卵のみを認めた。 駆虫は第3例の第2回駆虫lとオーミシ 6gを併用
第 3例:109日目と 143日目とに不受精卵らしき した以外は，すべてテトレン 18--20球をもって，
ものを夫々 1個認めた以外は， 150日目までの浮活字， 駆虫 1週および2週後の検便が浮准，培養共lと陰性
培養はすべて陰性であった。 158日自民初めて虫卵 となるまで操り返じ実施した。陰転後も雌雄の各単
o I 55 I 29 I340 ¥ 0.97¥ 
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表 8. 他覚症状〈第3例〉
血 液像
検 査21替|諒|時|時[野|訪if|掠lTZ?iz
異常なし
同
同
異常なし 
X胸部 線
。
。。。。。。。。。。。 
1 31 52 4392000.99491 97日IJ 
上第 4日
14 
2 
。 
。。。。。。
 
53 138 8 上 
。 
。。
 
2 
2 
52 133 14 
33 154810600492 1.074 98 
27 17551.0 1380084 98490 
25 274690001.096 466 93 
1249391.18 7900117 420 99 
74449133 
0.98 8600145 495 97 
234 15491.02 9600161 96472 
175 485 
187 483 
201 397 
204 
98 
96 
99 
1.01 
0.99 
1.25 
9600 
9600 
9700 
第 
1 
1 
1 
30 
43 
32 
44 
38 
37 
1。 24 18 
2 28 
1 回駆虫(排虫数 17) 
239 455 I 90 I0.99 I12000 I 
第 2 回駆虫(排虫数 18)240 
292 
10 11…460 1.03 I 9800 355 
356 第 3 回駆虫(排虫数 1) 
ワ 白  
排虫数 
404 490 I 98 I1.0 I6800 I 49 I 32 I 2 I 16 I o I 

405 
 第 4 回駆虫〈排虫数 4) 

441 
 493 I 96 I0.97十 9700 I o I 49 1 o I 

447 
 第 5 回駆虫〈排虫数 0) 
独寄生の可能性を考慮、して，念のため更に 1回駆虫 虫卵陽性であったから， 366日目 K第 3回駆虫を行
を行った。駆虫薬服用後は数時間で第 1回の糞便排 い，合 2隻，♀ 7隻，計 9隻を発見した。第 3
出があるよう適宜硫苦，芭硝等の下剤を使用し， 3 回駆虫2週後の検使では再び虫卵を認めたのである
日聞にわたって排出全便をとり虫体の検索を行っ
図 4. 駆虫状況
た。最終日の便中氏虫体を発見した場合は更に翌日 第 1 例 
の使についても検索をなしたが， 4日目の便中Iζ虫
体を発見した例はなかった。 70 r 槌 
成虫の検索は糞便を自の小さな金網lζよって流水 60 
を加えつ〉細砕漏過し，残澄を少量宛シャーレIζ移 さ7 
50 
し，丹念に採虫する方法をとった。勿五瑚慮液は一滴 47 
も失う ζとなく，成虫の通過を許さぬ金網を再度通 40 
過せしめて成虫の逸脱を防いだ。採集した虫体の虫 q dAununu
種および性別はすべて検鏡花よって決定した。 A l
13 

第1例:(図4，表10，表11)
仔虫投与後約 11カ月を経て 326日自に第 1回の TA ♀ 

駆虫を行い，合 47隻，♀ 21隻，計 68隻の成虫 。 21 0 . 
を採集し，続いて 328日自に第2回の駆虫を実施し 326 328 366 415 492 
て，合 3隻，♀ 10隻，計 13隻を得た。後検使で 経過日数一+ 
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表 9. 他覚症状(第4例) 
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が， 51日後の検査では浮、語学，培養共に陰性となって
いた。 415日自に第 4回駆虫を行い♀ 2隻を得た
が合の排出は見なかった。念のため 492日目に第 
5回目の駆虫を行ったが排虫を認めなかった。採集
した成虫はすべて A.d.であり，合計は合 52隻， 
♀ 40隻， 総計 92隻となった。従って，投与仔虫 
116隻K対し感染率は 79.3%であった。
第 2例:(図 5，表 10，表 11)
第 1回駆虫を 313日自に行い，合 19隻，♀ 29隻，
図 5. 駆虫状況
第 2 例 
70 
60 
50 
40 
30 
計 48隻を得， 316日目の第 2回駆虫では合 11隻， ↑ 20・ー ♀ 
♀ 8隻，計 19隻を得た。 327日自民後検便を行い
虫卵陽性であったので， 352日自に第 3回駆虫を行
い♀ 1隻の排出があった。その後， 414日目， 481 
日目および 492 日自民検使を行い，浮、訪~，培養共陰
性であったが 492日自に第 4回駆虫を行ってみた。
その結果は排虫を認め芯かった。採集した成虫はす
べて A.d.で合 30隻，♀ 38隻，総計 68隻l乙達
し，投与仔虫97隻比対して 70.1%の感染率であっ
?こ。 
排
29 
l
表10 
。 LL-0 
313 352 492 
経過日数-ー争 
第 3例:(図 6，表 10，表 11) 
204日目の第 1回駆虫では排虫数合 10隻，♀ 7
隻，計 17隻， 240日目の第 2回駆虫の排虫は合 9
隻， ♀ 9隻， 計 18隻， 356日目の第 3回駆虫での
排虫は♀ 1隻， 405日目の第4回駆虫による排虫
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表 10. 検 便 成 績
経過 第 1例 第 2例 第 3例 第 4例 経過 第 1例 第 2例 第 3例 第 4例
日数 虫卵 i仔虫 日数 虫卵|仔虫
第26日 一
28 
30 
33 
35 
38 
40 一
42 
44 一 
47 
49 
52 
54 一 
57 
59 
60 
61 
64 
68 
71 
80 !-
84 
88 
92 
96 
103 
109 
117 十
120 
124 
128 
136 十
142 
143 
150 
158 
159 + 
170 
一
一
一 
一 
十 
十 
十 
+ 
十
十 
一
一
一
一
+ + 
+ + 
十 十
+ 
一
一 
の不ら受L精1き卵も 
不のら受し1精き卵も 
一 
十 + 
十 
一 一 
一 一 
一 
一 一 
一 
一 一 
一 
一 
(排駆虫虫0) 
+ 
十 
171 
185 
]90 
196 
203 
204 
213 
217 
226 
227 
240 
254 
266 
280 
313 
316 
326 
327 
328 
343 
352 
356 
366 
379 
405 
410 
414 
415 
421 
430 
431 
447 
449 
472 
480 
481 
490 
492 
492 
+ 
(十排駆虫|虫68) 
虫13) 
(排駆虫虫9) 
十
一
(排駆虫虫2) 
一
一
一
I(排駆虫虫0) 
十
十 
(排駆虫虫岨) 
(虫19) 
十 
(排駆虫虫1) 
一 一 
一 一 
一 一 
一 一 
(排駆虫虫0) 
十
十 
十 十 
十 
〈排駆虫虫17) 
十 十 
十 十 
(十排駆虫l虫1+8) 
(〔十排駆虫l虫+1〕 
4) 
一 一 
一 一
(排駆虫虫0) 
十 十 
(排駆虫虫38) 
十 十 
〈十排駆虫i虫十6) 
駆虫 
(排虫 3) 
駆虫 
(排虫 1) 
一 一 
一 一 
数は合 2隻，♀ 2隻，計 4隻であった。 421日目 あり，合 21隻，♀ 19隻，総計 40隻で，投与仔虫
および 430日目の後検便は浮、准，培養共lζ陰性であ 106 隻に対して 37.7~るの感染率であった。
り，念のため 447日自に第 5毘駆虫を行ったが排虫 第 4例:(図 7，表 10，表 11)
を認めなかった。採集した成虫はすべて A.d.で 59日目迄の頻回の検便に拘らず虫卵を認めず，又
24 
26 
31 
31 
326 
32 
第 3例 9 7.96 0.466 9 8.70 0.544 
第4例 4 7.40 0.385 2 9.00 0.435 
第2例 19 8.93 0.450 29 10.05 0.618 
第 2例 11 8.28 0.447 8 11.21 0.604 
第 1 f7u 47 8.41 0.442 21 8.92 0.596 
第 1例 3 7.80 0.445 10 9.58 0.584 
¥ 80! 8.~0 1 168 [ 9.76 1328小計  I 5
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図 6. 駆虫状況 なり，投与仔虫 100隻に対し 48.0%の感染率であ
第 3 例 った。 
40 4. 駆虫迄の回数と虫体の大いさとの関係
駆虫により排出された虫体は発見後直ちに生理的
30 
食塩水l乙入れ，おそくも 1---2時間内に体長と体幅
l n414nvnu 
とを計測した。即ち，先づ虫体を漏紙上におき，真
の長さを変える乙とのないよう慎重に体の屈曲を直
し，可及的直線状となして， Sliding-calliperを用。
いて体長を測り，次で顕微鏡下1:Mikrometerを
経過臼数一争 用いて腫口附近の横径を測ってこれを体l隔とした。 
図 7. 駆虫状況 ζの方法によって計測した排出虫体の体長および
第 4 例 体I隔を示せば表 12の如くである。 とのうち， 第 1
40 38 
例，第2例および第4例では第3回以後の駆虫，第 
3例では第2回以後の駆虫によって排出されたもの
30 は，宿主体内での発育が駆虫薬の侵襲による影響を
受ける可能性も考えられるので，そのようなことの
↑20 ない 204日目乃至213日自に排出された虫体と， 
♀ 

盟

数
313日目乃至328日自に排出された虫体との， 夫々
1 の体長を比較すれば，前者の平均体長は合 8.0
210 
。。占
伺 213 mm，♀ 8.98mm.，後者の平均体長は合 8.50m.m.， 
経過回数M 令 ♀ 9.76 m.m.で， 後者の平均体長は前者の平均体長
表 11. 排虫数及び感染率 よりや、長く 0.5~0.8mm の差があった。
牛 
排虫数
表 12. 排出虫体計測値数おド投与
被検者 虫種
合ド|計出
仔虫数
虫
gfl
92 79.352 40A. d. 116 。。。 0.0 
腹時投空書
第 1例 
N.a. 88 
第 2例 
A.d. 
N. a. 
97 
109 
30 38 68 70.1。。。0.0 
食 
後 第3例 
A. d. 
N.a. 
106 21 19 40 37.7 
117 。。。0.0 
投与
 41Ad| 叩 12~ 14~ I 48.0 群第例 N. a. 1 105.1 0 1 0 1 0 0.0 
仔虫の発生もなかったが， 60日目 K第 1回の駆虫を
行った。特に綿密な検索を行ったが虫体の排出を認
めなかった。その後虫卵が陽性となったので， 213 
日自民第2凪駆虫を行い合 16隻，♀ 22隻，計 38
隻を得た。第3回駆虫は 266日自に行い合 4隻， 
♀ 2隻，計6隻の排虫を認めた。 410日目の第4回
駆虫では♀ 3隻を得たのみであったから， 431日
自民第5回駆虫を実施して合 1隻を得た。後検使
は浮激，培養共に陰性であった。採集した成虫はす
べて A.d.で，合 21隻，♀ 27隻，総計48隻と
. . . 11.10 0.5601352 第 2例 
.， . . 1 8.20 0.690356 第 3例 
366 第 1例 2 7.90 0.430 7 9.01 0.587 
405 第3例 2 9.60 0.655 
3 
8.05 0.465 2 
. . 9.17 0.577410 第 4例 
._ . . 2 8.05 0.585415 第 1例 
431 第4例 I1 8.30 I 0.460 
.， 
(註)一計測せず，…排虫なし
-258ー 千葉医学会雑誌 第 35巻 
5. 排出雌虫体からの分裂卵又は仔虫の検出状況
排出雌虫体を 250C ~30oC で生理的食塩水中に保 
存し，子宮内虫卵の分裂状況およびそれからの仔虫
の発生状況を観察した結果は表 13 n:示す如くで， 
仔虫投与から日数が経過するに従い，分裂卵若しく 
は仔虫を認めるものの割合が多くなっていた。即ち 
全排出雌虫体数民対する分裂卵若しくは仔虫を認め
たものの割合は， 204 ~266日に排出したものでは
45%，313 ~366日に排出したものでは 72.4%， 405
-410自民排出したものでは雌単独寄生と思われる 
ものを除き 100%となり，日数の増加に伴い階段的 
上昇を示した。
ったものは A.d.のみであった。
(2)仔虫投与204日目より 492日目迄の聞に，虫
卵の陰転をみるまで繰り返し駆虫を行い，採集する
ζとの出来た A.d.成虫数は第 1例 92隻，第2例
68隻，、第3例 40隻，第4例 48隻であった。
(3)投与仔虫数K対する排出成虫数の比は，空腹
時投与群の第 1例 79.3%，第 2例 70.1%，食後投与
群の第 3 例 37.7%，第 4 例 48.0~るであって，空腹時 
投与群の方が食後投与群より高い寄生率を示した。 
(4)糞便中氏初めて鈎虫卵を認めたのは，第 1例
117日目，第2例 136日目で， 第3例は 109日日と
143日目lζ不受精卵らしきものを 1個宛認め， 158 
日日比初めて受精卵を認めた。第4例は虫卵の発見 
(5)第4例は感染実験より 60日日比，糞便中の経過吋検者i
lζ先立ち 150日目の培養で仔虫の発生を認めた。
排関数 l?1;24 
313 第 2 例
.316 第 2 例
326 第 1例
328 第 1例
356 第 3 例
366 第 1例 
405 
410 
40 18 (45.0) 
29 21 
8 1 
21 20 
10 10 
1 1 
7 2 
76 55 (72.4) 
2 2 
3 3 
5 5 (100.0) 
(註) (1)単独寄生と息われるものを除く 
(2) ( )内は分裂卵若しくは仔虫を
認めたものの排出雌虫数応対する% 
D.小括
鈎虫のヒトに才oける主要感染経路を研究するた
め，有志者 4名ICA. d.，N. a.両種感染期仔虫を
経胃的K混合投与し，長期観察により次の結果を得 
Tこ。 
(1)第 1例 A.d. 116隻， N. a. 88隻，第2例 
A. d. 97隻， N. a. 109隻，第 3例 A.d. 106隻， 
N. a. 117隻，第4例 A.d. 100隻， N. a. 105隻
の感染期仔虫を，箇球或いはゲラチンカプセノレIζよ
って経口投与したと ζろ，感染が成立して成虫とな 
虫卵が陰性lとも拘らず念の為駆虫を行ったが排虫は
認められなかった。しかもその後虫卵の陽転を見る 
K至った。 
(6)全例lζ激しい咳搬を認めた。 ζれは仔虫投与 
3~9 日自に発現し， 4~5 カ月の長期比亘って認
められた。咽頭異常感も全例lζ認めた。 8週日から 
9~14 週自にわたって右胸痛を訴えたものが 3 例
あった。 
4~9 週目からは全例lζ全身倦怠が現われ， 4~ 
8週日からは 3i7tlK息切れがあり，叉5カ月日頃か
ら3例が時lζ腹痛を訴え， ζれらの症状は何れも駆
虫まで続いた。 
(7)血液像では好酸球が著明な変動を示し，仔虫
投与後 1-2週で増加が始り 28%乃至46%に達し
た。しかし駆虫後は速かに減少した。 
(8)感染初期と胸痛のあった時期比胸部X線直
接撮影を行ったが，一過性浸潤等の異常は認められ
なかった。 
(9)排出虫体の平均体長は，仔虫投与後 300日噴
のものは 200日頃のものと比較して雌雄共にや〉長 
く， 0.5-0.8 m.m.の発育を示していた。又排出雌虫
体は仔虫投与後の日数の経過にしたがい，一般に子
宮内lζ分裂卵を持つものの割合が多くなっていた。
IV. 者 察
鈎虫の感染経路の問題は，鈎虫の感染予防，撲滅
という点から，公衆衛生上極めて重要な課題であ
る。就中経口，経皮の何れが主要な感染経路をなす
かは特K注目されるところであり，その研究方法と
しては動物実験，人体実験，疫学的調査等をあげる
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ことが出来る。 の最終的な感染成立を阻止する免疫状態が発現する
動物実験による感染経路の研究は多数見られる ζとを明らかにしており，ヒトの場合も充分考慮す
が，宮川(1925)はイヌを用いて，ほ Y同数のイヌ ぺきと問題考えられる。山下(1958)，吉田ら(1958)
鈎虫仔虫を経口並びに経皮感染せしめ，経日感染の を初めとして，従来の感染実験は鈎虫既往歴と実験 
2例は感染成立せるものが 90隻と 15隻とであった 時鈎虫寄生とのないことを条件とするに止まるが，
のは対して，経皮感染の 2例は夫々 514隻と 473隻 著者は更にサーレス現象および沈降反応の陰性であ
とで圧倒的に経皮感染の寄生率が高く，鈎虫の主要 ることも加え，鈎虫免疫に関する条件を一段と強化
感染経路は経皮であり，経口感染はその冨Ij路なりと した。
述べ，横川(1952)はかつての横JlIら(1925--1926) 第 2'・は感染成立に関する個人差の問題であり，そ
の業績から， A. d.， イヌ鈎虫， プラジル鈎虫など の本態は未だ明らかではないが無視し得ないものと
の如きプシキロストマ属の感染仔虫は本来経口感染 なっているミそこで著者は個人差を打ち消して A.
両種の比較をなすために，両種仔虫の同a.N.，d.943)，蒲池(1(1942)ら1を営むものであるが，横) 
の実験からして， N.a.感染期仔虫は経皮感染を営 時混合投与の方法をとった。この方法は大場(1929)
むのが常道であるとしている。江口(1943)のイヌ が2例K.，山下(1958)が 1例K採用しているが，
の腸管に蹟置場を作つての感染実験で、は，イヌ鈎虫 前者は実験の終結を見るに至らず，後者では投与し
の感染成立の比率は経口感染時比高い傾向を示し， tこ仔虫の vitalityK.充分の検討がなされていない
横川に近い成績を得ている。しかしこれらの動物実 ように思われる。
験による研究はたとえ一致した見解に達したとして 第 3I[!;t， 上記以外の鈎虫感染を阻止せんとする
も，乙れを以って直ちにヒトにおける感染経路とな 如き体内条件の有無とその生理的変動の問題をあげ
すことは危険であり，あくまで推測の域を脱するこ なければならない。即ち経口感染では仔虫の一部は
とはできない。 口腔， 咽頭， 食道等の粘膜から侵入するであらう
次に疫学的研究をみるに，水野(1956)は群馬県 が，他の大部分は胃に達し次で腸へ移行する ζとと
及び長野県民おける調査の結果， A. d.感染の f広 なる。 ζのうち胃K達するまでに組織へ侵入してし
さJr深さjおよび鈎虫の種の分布状況より ，A.d. まう仔虫は，飲食物と混合して鴨下される摂取形態
の感染経路としては実際問題においては経皮感染 では，全体としてむしろ少く本質的には一種の経皮
が相当重要であろうと推測されると述べ，永吉ら 感染とも見倣すことが出来る。しかし一旦胃に達し 
(1951)は離島と隔絶山間部落の鈎虫蔓延状況から， tこ仔虫は，高い酸度を有する胃液との接触という特
鈎虫の主要感染経路は A.d.経口， N.a.経皮であ 殊な環境下に置かれる乙とになる。従って経口感染，
るとしている。 ζ 〉で疫学的調査の意義を考えてみ 厳密には経胃感染によって仔虫がヒトに感染するた
るK.， t-れは種々なる要因が生物学的感染経路を修 めには，胃液応対する相当な抵抗力がなければな
飾した上での，都会および農村の「実際の場JK.お らないことになる。乙の点について宮)1 (1925)は
ける感染曝露の機会が投影されたものであり，恰も 多数の仔虫を経口的に摂取せしめて一定時間後K試
結核性病巣と X線写真との関係の如く，必ずしも 験動物の消化管をみると，多数の死滅せる仔虫が極
常に真の姿を写し出すとは限らない。 めて不活溌Kしかも将に死に垂んとしつ〉あるもの
結局，我々は感染経路の問題を解決するためには と共に発見されるとし，仔虫の消化液に対する抵抗 
λ体についての感染実験によらねばならないのであ 力の弱きことを述べている。横川ら(1926)は宮)11
るが，主要感染経路の研究を目的とした経口的人体 の行った仔虫の生死の判別方法には，室温における
感染実験を正確に行った報告は極めて少いので，他 運動性の有無によってなされた点に誤りがあるとし
の人体実験例をも考慮しつ h 実験方法の検討から て，人工官液による試験管内ヒト十二指腸虫抵抗試
考察を加えるとととする。 験を行い，仔虫l乙強力な抵抗性のある乙とを認めて
宿主側条件について: いるが，乙の実験における観察仔虫数は少く鈎虫の
感染実験にあたり宿主側に考慮すべきは，第 1ζ 積も不明である。稲留ら(1932)は pH 1.0の試験
鈎虫免疫の問題である。ヒトの場合においては未だ 液を用い A.d.，N. a.両種感染期仔虫に対する影
鈎虫免疫の存在花関する確実な論拠を見るに至らな 響を比較しているが， 乙の 45時間後の形態的判定
いが， Otto (1941)は宿主がイヌの場合はイヌ鈎虫 による結論をもって，かくの如き長時間滞胃すると
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は考えられない人体感染時の状況を推測する乙とは れる。そ乙で著者は一旦メジウムに溝出し来った仔
不可能であるの 虫を更に他の清浄な瓦にのせ，再びメジウム中に活字
そこで，著者は先ずとの点についての予備実験を 出してくる活溌に運動する仔虫のみを実験 K供し
行い，その結果前述せる如く胃液酸度の高低が仔虫 た。 
iと与える影響力の顕著な差異，就中 A. d.，N. a. 上記に加えて，仔虫K求むべきはその正確な投
両種聞の抵抗性の著明な差異が推測されたので，か 与数であって，山下(1958)，吉田ら(1958)，川
〉る宿主体内における感染阻止因子についての考慮、 嶋(1957)，富士田ら(1 957)，大磯 (1930)，大場
なしに人体実験が行われた場合，主要感染経路の判 (1928)らは， 何れも投与数の計算法についての記
定K誤りを来すおそれあるものと考え，被検者を空 載をなしていないが，おそらく上田(1943)と同様，
腹時K水をもって投与する空腹時投与群と，胃液の のせガラス上でその数を数えたものと思われる。し
分泌を促す飲食物を摂取せしめた後に投与する食後 かしのせガラス上では，仔虫が自由にその位置を変
投与群とに分ち，投与仔虫の滞胃時間の長短も考慮、 えて顕微鏡の視野外に逸脱するととが多く，計算が
して感染実験を行ったのである。乙のように胃液の 不正確になり易い。著者(1957)の考案したガラス
影響を重視した経胃感染実験であるから，投与全仔 毛細管を用うる計算法は ζのような欠点がなく，更
虫が確実K胃K到達する ζとが必要である。そ ζで IとカプセノLおよび笛球への仔虫の注入が容易で精度
予め投与K使用せんとした箇球およびアメリカ製の の高いものと考える。
カフ。セノ1dL:造影剤を注入してX線透視下K鴨下をな こ〉では更lζ仔虫の消毒並び民投与lζ用いた笛と
きしめたと乙ろ，簡球およびカプセノLは胃lζ到達す スープの影響を検討する必要がある。ー乙れら操作上
るまでは崩壊せず，到達後は 5~10 分で崩壊し内 の影響が仔虫の vitality K対する侵襲となるなら
容の流出するのを確認した。叉人体外での人工胃液 ば，仔虫側条件lζ払われた多くの考慮、は総て無意味
による試験Kおいても，箇球およびカプセルは共に なものとなる。そこで仔虫消毒K用いたものと同じ 
5~10 分で崩壊しているから仔虫の経胃的投与は メジウムを用いて，単なる滅菌蒸溜水をメジウムと
達成し得たと考える。 ー した場合との比較培養実験を行ったが，両者聞に何
仔虫側条件について: 等差異が認められず，消毒操作による仔虫の vita-
A. d.，N. a.両種の比較をなすためには，仔虫 lity低下の憂は無いと思われる。叉簡及びスープ
は夫々単独寄生である乙との確認された鈎虫保有者 の影響も，予備実験と同様方法lとより接触 60分ま
から得られたものでなければならないが，同じ条件の でを検したところ，仔虫に対する影響は殆んど認め
下で等しい日数培養されたものであるととも必要で られなかった。
ある。山下(1958)は一応乙の点K考慮、を払つては 感染期仔虫l乙対する人工胃液の影響について:
いるが，投与した仔虫は培養23日目のものが A.d. 著者は経胃感染K際して仔虫が胃液と接触する時 
40隻， N. a. 110隻，培養 13日目のものが A.d. 間は，飲食物の滞胃時間から推しても，仔虫が運動 
115隻.N. a. 55隻で，両種開花不均衡が認められ 性を有する限り左程長いものでないと考え，胃内温
る。よって著者は，両種共充分感染期仔虫K迄成長 度K略々等しい 380Cの下で， 240分までの人工胃
していると思われる培養 14日目の仔虫をほ Y同数 液の仔虫K及ぼす影響を観察した。仔虫の生死の鑑
宛投与に用いた。 別は極めて困難なことであるが，温熱刺激を与えて
次l乙検討すべきは仔虫の vitalityであって，ー も運動しないものはホルマリシ原液による生死鑑別
回の培養のみではメジウム中花、准出し来った仔虫の 法の結果ともよく一致するので， Vitalityがなく
中には， .温熱などの刺激を与えても反応しない vi・ 死もしくは死に近い侵襲をうけたものと思われる。 
talityを喪失したものが加わっており，時には変性 一定時間毎民全く新しい仔虫群についてその不動
像を示して明らかに死滅しているものが含まれてい 率をみると，蒸溜水の場合は 240分で A.d. 3.7%. 
る。かくの如き vitalityを失っている仔虫が投与 N. a. 0%であり. 380Cの温度の影響は殆んどない
仔虫l乙混在する場合は，感染率の正確さを期し難 ょうである。これは宿主体内温度がζの程度のもの
い。 ζの点Kついて従来の感染実験では殆んど注意 である ζとを考えれば当然であろう。但し，富士田
を払わず，上田(1943)がベールマシ装置を用いて ら(1951)は400C以上， 24時間曝露で A.d.仔虫
行った集虫方法も温水による仔虫の弱体化が憂慮、さ は完全K死滅すると述べており，著者の瞬卵器内温
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度が 400Cを越えた失敗例では，短時間の曝露lとか し，この事から経胃感染成立の可能性も多いのでは
〉わらず相当数の不動仔虫を数えたことを考え合せ ないかと考えるが，詳細な検討を要する問題であ
ると，仔虫は 400C以下では相当強い抵抗性を示す る。
ものの， 400C以上では急激に抵抗性の低下を来す 身体症状について:
もののように思われる。ペプシン液の場合も不動率 被検者は 4例とも激しい咳殿の発現があり，これ
は240分で A.d. 1.9%，N. a. 3.6%で影響はな は経胃的感染実験としては山下(1958)の成績とー
いようである。この中で A.d.の 120分における 致する。咳噺は従来上回(1943)，川嶋(1957)，吉
不動率6.5%が， 240分には1.9%と減少して一見奇 田ら (1957)などの若菜病の発症機序を研究する目
異の感を抱かせるが，乙の程度の増減は共に信頼限 的で、直接仔虫浮滋液を飲ませた人体実験で、は毎常認
、界内の動きであって，他lとも同様の例をみるが特別 められている症状であり，川嶋(1957)は咳敗を主
の意義はないものと思われる。かくて人工胃液Kっ とする呼吸器症状が A.d.仔虫乳剤の内服では発
いては，その影響を塩酸濃度との関連に単純化する 症せず A.d.仔虫の内服で現れることから，呼吸器
ことが出来よう。 症状の発症機転としては鈎虫アレルギーより仔虫の 
ζのような観点に立って人工胃液の A.d.仔虫 肺への移行を重視している。著者の実験において
に対する影響をみるに， 0.1%人工胃液では不動率 は，咳取の発現は概ね実験後3--9日の聞に見ら
は時間の経過と共に多少の増加を示したが 120分 れ，且つ虫卵を糞便中氏認めた後にも尚咳臓を見Tこ 
11.2%，240分 15.5% K止り，叉 0.5%人工胃液で 事は興味ある乙とであって，前述の実験方法からも
も0.1%の場合と大差なく， A. d.仔虫は 0.5%の 明らかな如く咽頭，喉頭等の粘膜からの仔虫の侵入
濃度迄は相当に強い抵抗性を示している。ところが は考えることは出来ず，しかも咽頭異常感を訴えた 
1.0%人工胃液では 5分 31.8%，15分 67.5%，60分 ζとから，仔虫の肺内移行という事が行われたとし 
96.6%と仔虫に対する影響が強く見られるようにな たら，その事も大いに関係ある事と思われるが，前
る。恰も温度における 400Cのような仔虫抵抗の限 述の事実から，仔虫の肺内移行のみによっても説明
界線が， ζ〉では 0.5%と1.0%との聞に引けるよ 出来ず，詳しい検討は将来K侠ちたい。
うに思われる。しかし短時間の接触では， 5分で 3 好酸球出現の多寡は，被検者相互の比較では保有
分の 2，30分で約半数が，夫々不動化せず運動性を 鈎虫数との相関が認められなかったが，同一被検者
保持していた点は注目すべきである。 の継続観察では駆虫による保有鈎虫数の減少と平行
一方 N.a.仔虫に対する人工胃液の影響は， 0.1 して好酸球数の減少が見られ，両者間に相闘を認め
%の場合lζは殆んど認められず不動率はむしろ A. た。 
d.仔虫のそれより低かったにも拘らず， 0.5%の場 虫卵発見迄の日数について:
合では 15分 36.4%， 60分 78.8%，120分 97.6%を 仔虫を投与してから初めて虫卵を発見する迄の日
示し，しかも 5分の接触で著明に全般的な運動性の 数については，大場(1929)は A.d.，N. a.両種
低下が認められている。1.0%では既に 5分で 65.3 について 6--7週で虫卵もしくは培養による仔虫の
%が不動となり，正常運動の見られるものが殆んど 発生を認めた 9例を報告し，上田(1943)は4例に
50日目，27目、目，37日目，30仔虫を投与し，A. d.が不動化して100%分で30る，96.29分で15なく， 
いる。即ち 0.5%以上の濃度では仔虫に対して強い 日目に夫々虫卵を認めたとい'>，富士田ら(1 957)
影響が認められた。そこで抵抗性の限界線を引くな は経口，経皮同時感染例で A.d.は60日自に初め
らぱ， A. d.仔虫より一段低く 0.1%と0.5%との で虫卵を発見し， N. a.は99日自に不受精卵を見
聞に引くことになり， A. d.，N.a.両者間の抵抗性 たと述べている。山下(1958)は A.d.，N. a.混
の差異が明瞭lとみられる。 合投与例では 57日目， A. d.単独投与例では 53日
このことは稲留ら (1932)の成績とも一致してお 自に初めて虫卵を発見している。従って富士田の雌
り， またヒトの胃液は一般に 0.5%の標準人工胃液 単独寄生例を除き何れも 60日以内に排卵を認めて
より強い影響があるのではないかとも云われてお おり，早きは 27日目で虫卵を発見している。これ
ふ著者の予備実験成績から推測すれば，胃液に対 に反して，著者の実験では受精卵乃至仔虫の発生を
しての N.a.仔虫の抵抗力は弱く経胃感染成立の 認めるまでに，短いものでも 117日，長きは 158日
可能性は少いが， A. d.仔虫は可成りの抵抗性を有 を要している。この事が如何なる理由によるもので
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あるかは判然としないが，第 4例が 60日自に駆虫
を行い，排虫を見なかった事実もあり，必ずしも感
染後 2カ月程度で最終寄生部位に至り成虫となると
は言い難い。
感染率について:
小宮 (1955)は駆虫剤を投与した後，その排虫が
時間的にどのよう lζ行われるかをしらべ，テトレジ
による場合は 48時間以内1[100%の排虫をみてい
る。著者は探虫にあたりテトレシ投与後 3~4 日間
にわたり全便を精査したが，第 1例で第 3回駆虫の 
2週間後1[，叉第 2例では第2回駆虫の 11日後に
夫々虫卵を認めながら，何れも次回の駆虫では雌虫
のみを採集し，その後は虫卵陰転して駆虫によって
も虫休の排出をみなかった。乙のような乙とは，川
本ら (1956)がイヌ鈎虫の子宮内に精虫が入ってこ 
ない状態でも，その中に含まれている受精卵がすべ
て産下されるのに， 15~18 日間はか〉ると推定して
率の差を個人差として片附‘けているが，吉田の実験
例では投与に用いた水量，並びに投与時の胃内状況
の記載に欠ける恨みがあり，上述の意味で実験方法
を一定の条件下に層別化する事Iとより，今迄個人差
として考えられた結果を尚一層よく判然となし得る
ものと考える。
他方， 著者の実験において N.a.は長期観察に
も拘らず遂に糞便中Iと虫卵を認めたものがなく，
叉駆虫による虫体の排出も見られなかった。吉田
(1958)は単独投与の 2例において共に著者と同様 
の成績を得ている。乙のように N.a.仔虫の感染
が成立するに至らず， A. d.仔虫とは著しく対照的
な結果K終ったことは， A. d.仔虫にはさほど作用
するとは思われぬ 0.5%程度の人工胃液lとより， N. 
a.仔虫は強い影響を受けていたことから， N.a.仔
虫の感染阻止に胃液の影響があった事は想像にかた
くない。しかし 0.5%人工胃液が N.a.仔虫を 100
いる ζとと思い合せ， うなずけるものがある。%不動化しているわけではない事等から，胃液の作
結局著者の実験による A.d.仔虫の感染率は空腹
時投与群第 1例 79.3%，同第 2例 70.1%，食後投与
群第 3例 37.7%，同第 4例 48.0%であって，空腹時
投与群の方が食後投与群より高率を示しており，両
者lζ有意の差が認められる。 ζのような両群聞の感
染率の差を，直ちに空腹時投与と食後投与との投与
時宿主側身体条件の差異に結びつけることは差控え 
るべきであるが，私の行った実験の範囲で考察し 
てみると，第 11[は各例毎の投与仔虫の発育度，
Vitality等の不均衡がなかったか，第 2R:は被検
者に感染率に影響を及ぼすような鈎虫免疫を保持す
る者がなかったか，の問題があるが，乙れらの点に
ついては前述の実験方法の検討目lとより無視し得るも
のと考える。一第 31[は被検者側の鈎虫感染を阻止す
る如き体質乃至未知の因子の存在を考慮せねばなら
ないが， 第 1例(水量 100ml) と第2例(水量 50
ml)との間，および第 3例と第4例との聞の級内
における感染率の差は，空腹時投与群と食後投与群
との級聞における差よりも小さい事などから，感染
方法の如何が感染率K及ぼす影響は大きいと忠われ
る。
山下(1958)の行った 2例の人体実験の A.d.経
胃感染率は 25%と6%とであったが，仔虫を投与
した時の胃内の状態は投与時刻より推測し得るのみ 
で，食前か食後かの別が不明であり，吉田 (1958)
の5例の A.d.経口感染率は 45.0%，74.1%，29.8 
%! 27.6%および 21.8%であったと報じ，乙の感染
用のみによるものとは結論し難しこの点興味深い
ものがある。
仔虫の生体内発育について:
従来仔虫は人体に侵入感染してより 5~6 週で完
全に発育すると言われているが，著者の実験では排
卵を認めたのは仔虫投与 117日目以後であり，又
300日目l 去の平均体長より賓の平均体長は 200日目i
0.5-0.8mm長く，排出雌虫体からの分裂卵もしく
は仔虫の発見率も， 300日目!賓のものの方が 200日 
目頃のものより高く，成熟乃至最大の発育を遂げる
には相当長い期聞を要している。斎藤(1958)が行
った本実験例についての 1雌当り 1日産卵推定値
は， 300日目前後の値が 180日目前後の値の約7倍
であった乙とは，上記の事実を間接的lとではあるが
証明するものであろう。
主要感染経路について: 
著者の経口感染実験に続いて，本実験の被検者の
糞便から採集した A.d.仔虫と，本実験と同一の
提供者の糞便から採集した N.a.仔虫とを用いて
行った，永井ら(1958) の手背(第 1~4 例)およ
び足背(第 5例〉における経皮感染実験では，皮膚
侵入仔虫数民対し，第 1例 A.d. 4.1%，N. a. 43.7 
%，第 2例 A.d. 0%，N. a. 10.4%，第 3例 A.d.
0%，N. a. 0%，第 4例 A.d. 0%，N. a. 1~2% ， 
第5例 A.d. 0%，N. a. 5.2%の成虫を採集し，
N. a.の感染率は A.d.の感染率より高率であった。 
よって，永井らの成績を参照しつ h 著者の成績か
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ら考察すれば， A. d.感染期仔虫は経口的特に経胃
的lζ人体に侵入した場合は容易11(.成虫lζなるが，経
皮的には侵入しでも成虫にまで成育するものが少
しこれに反して N.a.感染期仔虫は経口特に経
胃的には感染し難いが，経皮的には侵入発育して成
虫となるものが A.d.感染期仔虫より遥かに多く，
従って鈎虫の主要感染経路は，生物学的には A.d. 
経口主道， N.a.経皮主道と考えられる。 
ζの見解は横川らの動物実験からの推論，並びlと
永吉らの疫学的研究からの推論lζ一致するが，今後
更に例数が重ねられると同時に，詳細な検討の加え
られる ζとを期待する。 
V. 総括並びに結論
予備実験として， A. d.，N. a.両種感染期仔虫
に対して各種人工胃液が如何なる影響を与えるかを
しらべ，次で，有志者 4名1(.A. d.，N. a.両種感
染期仔虫を経口，特lζ経胃的lと混合投与して，下記
の如き結果を得'1こ。 
(1) A. d.感染期仔虫に対して 0.5%以下の人工
胃液の影響は軽微であったが， 1.0%人工胃液では
強い強響を認めた。 
(2) N.a.感染期仔虫に対しては 0.1%人工胃液
の影響は軽微であったが， 0.5%人工胃液で早くも
強い影響が認められた。 
(3) ガラス毛細管中で、正確にその数を数えた A. 
d.，N.a.同種感染期仔虫を，能球もしくはゲラチ
シカフ。セルを用いて経口的lζ混合投与したととろ，
感染が成立して成虫となったものは A.d.のみで
あった。 
(4) A. d.感染期仔虫の感染率は空腹時投与群 

において τ0.1~79.3% :-c:'あって，食後投与群の 37.7
 
~48.0% より高い感染率を示し，両群間に有意の差

を認めた。
，(5) 初めて糞便中氏鈎虫受精卵を認めたのは，
仔虫投与より早きは 117日目，おそきは 158日目で
あった。 
(6) 仔虫投与 3~9 日で全例10震噺が発現し 4
 
--5カ月の長期に亘って認められた。叉全例lζ好酸 

球の著明な増加，咽頭異常感，全身倦怠があり， 3
 
例に息切れ，腹痛，右胸痛があった。

(7) 排出虫体の体長計測と排出雌虫体子宮内分 
裂卵の状況から，感染後 300日頃は 200日頃と比較
して，虫体の発育並びに成熟度は共にや〉進んでい 
るのが認められた。
稿を終るに臨み御懇篤なる御指導と御校闘を賜わ
った柳沢利喜雄教授に深甚なる謝意を捧げ，併せて
終始御指導を頂いた水野哲夫助教授に謹んで感謝の
意を表します。叉絶えず御援助を受けた磯田好康，
斎藤多磨男，方波見重兵衛，鈴木恒安の諸氏l乙衷心
より感謝致します。
本論文の要旨は昭和 33年 5月，第 27回日本寄生
虫学会総会において発表した。
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